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浄
土
宗
談
義
書
に
お
け
る
説
話
覚
書

（
一
）

一　
は
じ
め
に

天
台
宗
系
の
談
義
書

（談
義
本
）
に
お
け
る
説
話
の
研
究
が
、

『法
花

直
談
私
類
衆
抄
』

・
『
一
乗
拾
玉
集
』

・
『法
華
経
鷲
林
拾
葉
妙
』

・

『轍
塵
抄
』

。
『法
華
経
直
談
抄
』
な
ど
法
華
経
直
談
系
談
義
書
と
い
う

縦
軸
ど
、
実
海
作

『轍
塵
抄
』

・
『小
阿
弥
陀
経
私
抄
』
や
栄
心
作

『法

幸
経
直
談
紗
』

・
『阿
弥
陀
経
見
聞
私
』
な
ど
個
人
の
著
述
の
横
軸
の
両

面
か
ら
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
に
比
し
て
、
浄
土
宗
系
の
談
義
書
の
研
究

は
立
ち
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

浄
土
宗
鎮
西
派
内
部
の
問
題
や
西
山
派
と
の
相
違
と
い
う
問
題
を
、
将

来
的
に
考
慮
す
る
必
要
性
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
で
あ
れ
ば
、
い
ま
仮
に

浄
土
を不
談
義
書
に
お
け
る
縦
軸
は
了
誉
聖
間
か
ら
酉
誉
聖
聡
へ
の
流
れ
に
、

横
軸
は
了
誉
聖
間
、
酉
誉
聖
聡
そ
れ
ぞ
れ
が
残
す
膨
大
な
著
述
群
に
置
き

換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
了
誉
聖
間

・
酉
誉
聖
聡
の
著
述
に
関
し
て

は
、
早
く
宮
崎
園
遵
氏
が

『員
宗
書
誌
學
の
研
究
』

（昭
２４
）
に
お
い
て

取
り
上
げ
た
も
の
の
、
伊
藤
正
義
氏

「了
誉
伝
稿
」

（注
１
）
や
、
高
橋

伸
幸
氏
の

一
連
の
御
研
究
を
除
い
て
は
、
未
だ
纏

っ
た
研
究
は
な
さ
れ
て

近

本

謙

介

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

浄
土
宗
談
義
書
に
お
け
る
説
話
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
鎮
西

派
の
第
八
祖
酉
誉
聖
聡
の
著
述
に
引
か
れ
る
説
話
に
つ
い
て
、

「談
義
書

に
お
け
る
説
話
」
を
考
え
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
基
礎
的
な
問
題
を
整
理

し
て
覚
書
と
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

一
一　
酉
誉
聖
聡
と
そ
の
著
述

浄
土
宗
の
談
義
書
に
浄
土
経
典
に
関
す
る
も
の
が
多
い
の
は
自
然
の
成

り
行
き
で
あ
ろ
う
が
、
西
誉
も

『大
経
直
談
要
註
記
』

・
『小
経
直
談
要

註
記
』

・
『観
経
直
談
要
註
記
』
と
浄
土
二
部
経
に
関
す
る
二
部
作
を
著

わ
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

『観
経
直
談
要
註
記
』
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
が

（注
２
）
、

『観
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
の
教
義
上
の
解
釈
は
、

『観
無

量
寿
経
』
の
変
相
図
で
あ
る
富
麻
曼
陀
羅
に
注
釈
を
施
し
た

『営
麻
曼
陀

羅
疏
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
大
経
直
談
要
註
記
』
及
び

『小
経
直
談
要
註
記
』
に
つ
い
て
は
、
岩
波
書
店

『古
典
文
学
大
辞
典
』
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の

「浄
土
二
部
経
」
の
項
に
若
干
の
言
及
が
あ
る
。

酉
誉
の
著
述
は
、

『国
書
総
目
録
』
を
検
す
る
に
五
十
余
を
数
え
、
そ

れ
ら
全
て
が
説
話
を
引
き
な
が
ら
説
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に

あ
げ
た
現
存
す
る
三
書
、
殊
に

『営
麻
曼
陀
羅
疏
』
は
豊
富
な
説
話
引
用

が
見
ら
れ
る
点
か
ら
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

『首
麻
曼
陀
羅
疏
』

が
諸
氏
に
よ
っ
て
説
話
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
が
証
空
の

冨
陀
羅
註
』
に
次
ぐ
も
の
で
あ

っ
て
、

『
浄
土
宗
全
書
』
第
十
二
巻

の
解
説
に
よ
る

「聖
聡
が
応
永
三
十
四
年

（
一
四
二
七
）
四
月
、
吉
野
に

お
も
む
き
、
つ
い
で
当
麻
寺
に
詣
で
て
七
月
十
五
日
ま
で
滞
在
し
本
曼
陀

羅
並
び
に
建
保
三
年
新
写
の
曼
陀
羅
に
礼
拝
回
願
し
、
さ
ら
に
同
年
十
月
、

元
興
寺
極
楽
坊
に
至
っ
て
智
光
曼
陀
羅
石
拝
し
、
ま
た
超
昇
寺
に
清
海
曼

陀
羅
を
拝
見
し
た
こ
と
に
よ
り
」
著
わ
し
た
由
の
引
用
が
な
さ
れ
る
が
、

い
ま
少
し
基
礎
的
な
事
項
を
付
け
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
そ
の
諸
本
は

『国
書
総
目
録
』
に
慶
安
二
年
の
版
本
が
四
種
確

認
さ
れ
、

『浄
土
宗
全
書
』
第
十
二
巻
の
翻
刻
も
こ
れ
に
拠

っ
て
い
る
。

大
正
大
学
本

（十

一
冊
　
目
録

一
冊
）

。
東
洋
大
学
哲
学
堂
本

（九
冊

目
録

一
冊
）

。
龍
谷
大
学
本

（十
冊
　
目
録

一
冊
）
は
同
種
の
慶
安
二
年

版
本
で
、
冊
数
の
異
同
は
綴
じ
方
の
違
い
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
大
学

本
は
各
四
巻
を
以
て

一
冊
と
し
、
最
終
の
十

一
冊
め
の
み
巻
四
十

一
よ
り

巻
四
十
八
の
八
冊
を
収
め
、
東
洋
大
学
本
は
各
六
巻
を
以
て
一
冊
と
し

（但
し
、
第
四
冊
目
め
ま
で
行
方
不
明
と
の
こ
と
）
、
龍
谷
大
学
本
は
各

四
巻
を
以
て
一
冊
と
す
る
。
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本

（目
録
共
二
十
五
冊
）

は
未
見
で
あ
る
が
、
各
二
巻
の
綴
じ
合
わ
せ
か
。
古
写
本
が
現
段
階
で
は

見
出
せ
な
い
た
め
、

『浄
土
宗
全
書
』
の
本
文
を
用
い
て
お
く
し
か
あ
る

ま
い
。
書
名
に
関
し
て

『浄
土
宗
全
書
』
は

『嘗
麻
曼
陀
羅
疏
』
と
し
、
解
題

に

「本
書
は
曼
荼
羅
疏
、
当
麻
変
相
抄
と
も
い
う
。
」
と
す
る
が
、
版
本

の
内
題
は
諸
本
と
も

冒
日麻
曼
陀
羅
疏
』
と
す
る
も
の
の
、
外
題
は
、
大

正
大
学
本
が

『営
麻
曼
陀
羅
紗
』

（題
策
）
及
び

冒
羅
艶
需
語
駅
と

（題
察
）
、
東
洋
大
学
本
が

『曼
陀
羅
妙
』

（直
書
）
、
龍
谷
大
学
本
が

コ
田麻
曼
陀
羅
妙
』

（題
簸
）
と
、
必
ず
し
も

一
定
し
て
い
な
い
。

伝
記
類
で
そ
の
著
述
に
ふ
れ
た
中
で
は
、

『本
塑
彙
憚
伝
』
が

「富
麻

曼
陀
羅
抄
」
、

『東
国
高
僧
伝
』
が

「曼
陀
羅
抄
」
と
し
て
お
り
、
書
籍

目
録
類
で
は
、

『浄
土
正
依
経
論
書
籍
目
録
』

（成
立
未
詳
）
の

「曼
陀

羅
疏
四
十
八
巻
」
に
対
し
て
、

『蓮
門
類
衆
経
籍
録
』

（文
雄
編
、
の
ち

に
増
補
。
寛
保
年
間

［
一
七
四

一
～

一
七
四
三
］
成
立
。
）
が

「曼
陀
羅

抄
四
十
八
巻
」

（注
３
）
、　
コ
Ｅ
変
夏
薔
日
録
』

（文
久
元
年

［
一
八
六

一
］
刊
。
）
が

「富
麻
曼
陀
羅
妙
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
か
ら
み
て
、　
コ
田麻
曼
陀
羅
抄
』
あ
る
い
は

『曼
陀
羅
抄
』
あ

た
り
が
、
近
世
に
お
い
て
は

一
般
的
な
呼
称
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

コ
黒
螢
轟
陽羅
疏
』
と
い
う
呼
称
を
版
本
が
載
せ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
奥

書
の

「此
疏
四
十
八
巻
者

・
・
。
」
に
拠

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
但

し
、
酉
誉
の
弟
子
の
了
暁
が
書
き
留
め
た

『鎮
西
宗
要
本
末
聞
書
』
の
中

で
、
酉
誉
が

「私
一ム
」
と
す
る
部
分
に

習
買
陀
羅
′疏
ロリ出
す
」
と
み
え

て
い
る
か
ら
、
酉
誉
自
身
は
こ
れ
を
書
名
と
し
て
い
た
か
。

著
述
の
方
法
と
し
て
、
巻
二
冒
頭
に
、
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モス
ユ
堅
讃
嘆
橋
揚

・
安
楽
浄
土
九
品
曼
陀
羅
聖
容
次
．．撃
ル
ニ諸
餘
′

曼
陀
羅
フ
・
中
二先
′密
教
′曼
陀
羅
者
嘲
副
細
繹
畢
引
副
Ｊ
Ｊ
顕
教
曼

陀
羅
フ
・
。

と
あ
り
、
傍
線
部
の
よ
う
に

「昨
日
」
、　
天
「
日
」
と
し
て
始
め
る
の
は

巻
三
冒
頭
に
も
み
え
る
か
ら
、　
一
日
に

一
巻
の
割
合
で
説
き
記
し
て
い
っ

た
体
裁
を
採
る
が
、
こ
れ
は
以
降
の
巻
に
は
踏
襲
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
、

『富
麻
曼
陀
羅
疏
』
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
基
礎
的
な
事
項
を

整
理
し
て
み
た
。
説
話
資
料
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
丞ヽ
早
八
年

（
一
四

三
六
）
成
立
の

『首
麻
曼
陀
羅
疏
』
は
、
例
え
ば

『法
華
経
直
談
抄
』

（栄
心
　
一
五
四
六
以
前
）
か
ら
は

一
世
紀
ほ
ど
遡
り
、
成
立
の
上
限
が

応
永
十
四
年

（
一
四
〇
七
）
、
下
限
が
文
安
三
年

（
一
四
四
六
）
と
さ
れ

る

『
三
国
伝
記
』
と
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〓
一　
出
典
注
記
説
話
と
そ
の
叙
述

談
義
書
と
い
う

「場
」
に
お
け
る
説
話
に
は
、
例
え
ば
説
話
集
に
お
け

る
そ
れ
と
は
異
な
る
性
格
も
み
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「談
義
書

に
お
け
る
説
話
」
と
し
て
の
性
格
を
、
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
考
察
し
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

引
か
れ
る
説
話
が
い
か
な
る
素
性
の
も
の
か
を
知
る
の
に
出
典
注
記
は

有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、　
コ
里
管
裏
脂
維
疏
』
所
引
の
出
典
注
記
説

話
に
お
い
て
、
最
も
数
多
く
引
か
れ
る
の
は
、　
冨
一宝
感
応
要
略
録
』
で

あ
る

（以
下
、

『要
略
録
』
と
す
る
。
）
。
そ
の
引
用
状
況
を
、

『営
麻

曼
陀
羅
疏
』
と
同
じ
く

『要
略
録
』
に
依
拠
し
た
説
話
の
多
い

『
三
国
伝

記
』
に
お
け
る

『要
略
録
』
説
話
の
所
在
と
と
も
に
合
わ
せ
て
記
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
る

（注
４
）
。

◎

冒
黒
恥曼
陀
羅
疏
』
と

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
共
通
話

巻
　
　
一
一１
２
　
上
ｎ

「鶏
頭
摩
寺
五
通
菩
薩
請
阿
弥
陀
像
図
写
感
応
」

↓

『
三
国
伝
記
』
　
エハ
ー
２５

巻
　
十
　
１
２
　
上
２

「影
勝
大
王
釈
迦
画
像
感
応
」

（書
名

。
人
名
の
み
）

巻
二
十
　
１
３
　
上
１

「優
填
王
波
斯
匿
王
釈
迦
金
木
像
感
応
」

↓

『
善
甲
広
記
』

一
一１
４

巻
二
十
　
１
５
　
上
１５

「釈
道
如
為
救
三
途
衆
生
造
阿
弥
陀
像
感
応
」

↓

『
三
国
伝
記
』
　

一二
１
２

巻
二
十
二
１
１
　
下
２‐

「釈
道
秦
念
観
音
菩
薩
増
壽
命
感
応
」

↓

コ
一一国
伝
記
』

八
１
５

巻
二
十
二
１
２
　
下
２３

「僣
薩
羅
国
造
十

一
面
覇
菩
緩
福
ル疾
疫
難
感
応
」

↓

『
三
国
伝
記
』

七
１
２３

巻
二
十
二
１
３
　
下
３‐

「雅
州
事
縣
李
趙
待
為
亡
父
造
大
勢
至
像
感
応
」

↓

『
三
国
伝
記
』
　
十
１
２９

巻
三
十
　
１
２
　
上
１９

「信
婦
言
称
阿
弥
陀
佛
名
感
応
」

↓

コ
一一国
伝
記
』

一二
１
１

巻
三
十
二
１
１
　
上
２０

「十
含
征
生
感
応
」↓

コ
昌
甲
勇
雪

十
二
１
８
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巻
二
十
六
１
６
　
下
６

「五
台
縣
幕
台
九
通
造
文
孫
形
優
晟
厭
Ｌ

↓

『
三
国
伝
記
』
　
エハ
ー
２

巻
二
十
六
１
７
　
下
９

「高
睡
安
義
蒙
普
賢
救
療
感
応
」

↓

コ
一一国
伝
記
』
十

一
１
２

巻
二
十
七
１
１
　
下
３９

「陀
羅
尼
自
在
土
書
薩
於
地
獄
鐘
縁
上
説
法
感

応
」
　
　
　
　
↓

『
三
国
伝
記
』
十

一
１
２３

巻
二
十
八
１
２
　
下
１２

「済
陽
江
夷
造
弥
勒
像
感
応
」

巻
二
十
八
１
３
　
下
４‐

「釈
道
詮
禅
師
造
龍
樹
像
生
浄
土
感
応
」

巻
四
十

一
１
６
　
中
２‐

「道
珍
禅
師
誦
阿
弥
陀
経
生
浄
土
感
応
」

↓

『三
国
伝
記
』

七
１
２‐

巻
四
十

一
１
９
　
上
１７

「阿
弥
陀
佛
化
作
鶏
鵡
引
接
安
息
国
感
応
」

巻
四
十
六
１
２
　
上
１５

（要
約
）

巻
四
十
八
１
５
　
上
１５

冒
甲唇
曼
陀
羅
疏
』
の
巻
の
下
に
あ
げ
た
数
字
は
、

『浄
土
宗
全
書
』

が
項
目
を
立
て
た
も
の
に
、
便
宜
上
従

っ
た
も
の
で
あ
る
。

宋
の
非
濁
の
撰
に
な
る

『要
略
録
』
は
、
古
く
は

『〈
ユ
島
裂
”集
』
に

も
影
響
を
与
え
、　
コ
一国
伝
記
』
に
も
八
十
条
を
越
え
る
説
話
が
取
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
説
話
集
編
纂
に
あ
た
っ
て
の
第

一
級
の
資
料
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る

（注
５
）
。
ま
た
、

『法
華
百
座
法
談
聞
書
抄
』

（天

仁
三
年
　
一
一
一
〇
）
に
影
響
が
認
め
ら
れ
て
以
来
、
東
大
寺
の
学
僧

一歪
‐一
２

二
九
二
寂
）
、
安
居
院
の
聖
覚

（
一
一
言
一五
寂
）
、
常
陸
の
僧

住
信

（
一
二
五
七
年
成
立
の

『私
衆
百
因
縁
集
』
の
著
者
。
）
、
醍
醐
寺

慈
尊
院
栄
海

（
一
三
二
四
年
成
立
の

『真
言
伝
』
の
著
者
。
）
と
、
鎌
倉

期
を
通
じ
て
、
宗
派
、
地
域
を
越
え
て

『要
略
録
』
が
利
用
さ
れ
て
い
た

実
態
に
関
し
て
は
、
池
上
洵

一
氏
の
説
か
れ
る
如
く
で
あ
る

（注
６
）
。

「
一国
伝
記
』
に
お
け
る

『要
略
録
』
の
引
用
態
度
に
つ
い
て
は
、
早

く
小
林
忠
雄
氏
に
論
が
あ
り

（注
７
）
、
い
ま
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、

一
、
補
説
、
修
飾
若
し
く
は
美
辞
麗
句
を
挿
入
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
。

二
、
や
や
複
雑
な
記
述
に
な
る
と
、
多
少
の
省
略
、
削
除
は
加
え
ら

れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

二
、

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
と
の
比
照
に
よ
っ
て

『
三
国
伝
記
』
の

校
訂
に
資
し
得
る
例
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は

『
三
宝
感
応
要

略
録
』
の
側
に
於
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

と
な
る
。　
一
、
二
に
あ
る
よ
う
に
、　
コ
一国
伝
記
』
の
著
者
玄
棟
は
、

『要
略
録
』
を
資
料
と
し
て
用
い
る
際
に
書
承
を
基
と
し
な
が
ら
も
、
か

な
り
思
い
切

っ
た
改
変
を
行
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、

『嘗
麻
曼
陀
羅
疏
』
に
お
け
る

『要
略
録
』
の
引
用
態
度
を

見
る
に
、
ま
ず
第

一
に
引
用
部
分
に
偏
り
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
れ
だ
け
多
く
の

『要
略
録
』
説
話
を
引
き
な
が
ら
、
中
巻
か
ら
は
巻
四

一
１
６
に
一
話
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
に
偏
り
が
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は
単
純
で
あ
ろ
う
。
当
麻
曼
陀
羅
と
い
う

『観
無
量
寿
経
』
の

変
相
図
に
注
釈
を
加
え
て
い
く
上
で
、
経
典
に
関
す
る
霊
験
説
話
を
七
二

条
集
め
た

『要
略
録
』
中
巻
の
中
に
、
浄
土
経
典
の
霊
験
を
記
し
た
も
の

は
三
条
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
結
果
、
そ
れ
ら
か
ら

『阿
弥
陀
経
』
読
誦
の
霊

験
を
語
る
中
巻
２‐
話
の
み
が
取
ら
れ
た
と
み
て
誤
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
上
巻
の
仏
像
に
関
す
る
感
応
霊
験
講
に
取
材
し
た
七
話
の
う
ち
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五
話
ま
で
が
阿
弥
陀
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
事
と
も
対
応
し
て
お
り
、
酉

誉
が

『要
略
録
』
を

『営
麻
曼
陀
羅
疏
』
に
引
く
上
で
の
話
材
の
選
択
の

基
準
が
、
浄
土
経
典
、
阿
弥
陀
に
関
す
る
も
の
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
必
然

の
結
果
と
も
い
え
よ
う
。

引
用
の
方
法
を
み
る
と
、
漢
字

一
字
の
異
同
以
外
は
、
本
文
は
も
ち
ろ

ん
漢
字
の
用
字
ま
で
す
べ
て

一
致
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
他
も
全
体
的

に
同
文
的
書
承
を
基
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
い
く
つ
か
改
変
の
あ
と
を

追
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
単
純
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
。

『営
麻
蔓
陀
羅
疏
』
巻
二
十
六
１
６

三
贅
感
應
録
下

（非
濁
撰
三
巻
）
云
五
墓
縣
′張
元
通
ハ信
心
堅
固
ナリ０

登
レ願
造
チ
ニ文
殊
′麗
墜
局
サ
〓
一尺
ナ
ル

・
フ　
ヽ

（注
８
）

冨
一宝
感
応
要
略
録
』
下
６

第
六
五
墓
縣
張
死
通
造
文
殊
形
像
感
應

（新
録
）

硼
「
鋼
彎

信
心
貞
固
。
登
願
造
文
殊
像
高
三
尺
。

（注
９
）

こ
れ
は
題
目
に
記
さ
れ
る
内
容
を
説
話
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
、
人
物
設

定

。
場
の
設
定
の
必
要
か
ら
の
改
変
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は

一
話
と
し
て

の
説
話
の
独
立
性
を
指
向
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
但
し
、
西
誉
の
用

い
た

『要
略
録
』
が
、
版
本
と
同
じ
体
裁
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
さ
ら
に

検
討
す
る
必
要
は
あ
ろ
う
。

次
に
巻
二
十
七
１
１
を
あ
げ
番
号
を
付
し
て
、

『要
略
録
』
と
の
異
同

を
記
す
こ
と
に
す
る
。

『営
麻
曼
陀
羅
疏
』
巻
三
十
七
１
１

三
費
感
應
録
云
唐
′員
寂
寺
′沙
門
恵
生
―
云
ヘル人

是^
レ恵
如
諄
師
′

弟
子
２也
専
誦
二大
乗
３経
フ
・
遂
二

日

一
夜
不
ンテ
レ動
如
ク
ニ
レス入
二憚

定
．
・
．　
及
テ
レ暁
．́更
開
レ眼
，悲
喜
交
集
テ
４流
二血
涙
フ
・
出
・・血
汗
フ
・
６

立
レ聟
悲
泣
，ヶ
ζ
６衆
僧
７問
日
由
二何
事
　
・
二　
悲
泣
タ
マ子
‥
恵
生
答
日

五
見
緊
請
二間
麿
土
宮
´
・
．　
王
徒
レ座
而
起
テ恭
敬
９證
舞
ン
テ
ー
日
阿
師
見

二地
獄
フ
・
ｌ
給
７哉
否
ャ．２患
生
答
．３日
雖
レ聞
二其
名
，
一
未
ト
レ見
二其

貴
フ
・
乃
．
４恵
生
一Ｔ
５使
者
ヮ．６相
副
テ遂
二令

Ｔ
去
テ於
ロッ
ニ東
方

・
次

第
二見
セ
■
二
十
二
′大
城
フ
上
一
一
′城
ノ中
皆

（．じ

地
獄
．ラ
テ受
レ苦

之
輩
ァ
ッ多
ハ是
沙
門
ナリ於
二鐵
鐘
ノ縁
′上
　
・
〓　
有
■

′沙
門

・
説
法
ン

（１８）
教
■
。化
ス票輩
〈
フ
・
‥
患
生
即
間
２１云
何
人
；
‥
御
座
セ
ハ於
ニ

地
獄
′中

・
二　
説
法
ン
‥
給
ット
‥
彼
′沙
門
答
日
我
是
陀
羅
尼
自
在
王
菩

薩
２６倒
於
二此
大
鐵
園
′中
．
・
．　
有
二無
量
′沙
門

・
‥
Щ
二地
獄
．
・
．　
貪
ニ

‥
割
引
世
２８間
４
側
２当
「

・
犯
〓３描
糊
佛
ぶ
咎
ｍ
，
・
聖
教
卜同
宿
シテ

住
ン機
二伽
藍
，
・
無
ンテ
・́漸
愧
′心

・
虚
夕受
´́信
施
フ
・
不
浄
説
法
ン証
ニ

惑
ス世
間
フ
・
如
レ８
１是
等
′早輩
爵
禁
‥
地
獄
′果
８０報
フ
・
我
以
二３４慈

悲
フ
・
哀
二３議
「
彼
′諸
′沙
門
′愚
庭
ラ́
テ招
コト
レ
フ
苦
フ
・
或
８６コ
ニ鐘
′

縁
′上
　
・
二　
或
‥
行
＋
二鐵
′車
′上

・
二　
随
所
．́３
而
震
二説

レ′、法
フ‥
彼
′

罪
川
４０引
憶
・́念
ンテ昔
′所
犯
′罪
業
，
・
４１潮
愧
懺
，
側
Ⅵ
厭
離
悔
過

自
責
ムト
（４３云
云
）
吾
自
見
二聞
ク此
事
フ
・
旦転
墜
懇
４４泣
タト‥
愛
二衆

倒
４６聞
訓
爛
副

・１
４７明
劃
４８倒
４９酬
引
劉
コ
皇
五
ン多
シ
（己
上
）

１
ナ
シ
　
２
ナ
シ
　
３
ナ
シ
　
４
流
涙
汗
血
　
５
ナ
シ
　
６
乗
　
７

問
所
由
　
８
ナ
シ
　
９
ナ
シ
　
ー０
〓
雪
百
　
ｎ
ナ
シ
　
ー２
ナ
シ
　
ー３
ナ
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シ
　
‐４
ナ
シ
　
ー５
勅
使
　
１６
ナ
シ
　
ー７
有
　
１８
一不
　
‐９
‐９
利
喜
　
２０

ナ
シ
　
２‐
公
　
２２
ナ
シ
　
２３
ナ
シ
　
２４
ナ
シ
　
２５
ナ
シ
　
２６
ナ
シ

２７
著
　
２８
ナ
シ
　
２９
ナ
シ
　
３０
ナ
シ
　
３‐
斯
　
３２
ナ
シ
　
３３
ナ
シ

３４
ナ
シ
　
３５
ナ
シ
　
３６
於
　
３７
於
　
３８
ナ
シ
　
３９
ナ
シ
　
４０
令
　
４‐

ナ
シ
　
４２
ナ
シ
　
４３
ナ
シ
　
４４
喜
　
４５
ナ
シ
　
４６
聞
者
　
４７
難
　
４８

異

４９
ナ
シ

基
本
的
に
は
書
承
し
な
が
ら
も
、
２
や
２５
の
よ
う
に

「也
」
を
補

っ
て

文
末
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
り
、
■
・
２２
・
２３
の
よ
う
に
尊
敬
語
を
補
う
こ

と
に
よ
っ
て
会
話
部
分
を
和
文
化
し
た
り
、
二
重
傍
線
部
８
・
１２
・
‐４
・

２０
の
よ
う
に
語
り
手
の
名
を
補
う
こ
と
で
話
者
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
な
ど

の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
４
の
例
な
ど
は
、

『要
略
録
』
が

「流
涙
汗
血
」
と
す
る
の
を
、

「流
二血
涙
フ
・
出
二血
汗
フ
・
」
と
意
を
以

て
書
き
換
え
を
し
、
さ
ら
に

『要
略
録
』
本
文
に
な
い
５
を
そ
っ
く
り
補

い
、
そ
の
結
果

『要
略
録
』
で
は

「問
所
由
」
と
だ
け
あ

っ
た
も
の
が
、

７
の
よ
う
に
詳
し
く
具
体
的
に
な
る
の
で
あ
る
。
４
の
部
分
は

『
三
国
伝

記
』
で
は

「流
シ
ン汗
フ落
ス
レ涙
フ」
と
し
て
お
り
、
詞
章
は
異
な
る
が

『要

略
録
』
の
該
当
部
分
を
書
き
換
え
よ
う
と
す
る
意
識
に
は
〔
同
様
の
も
の

が
感
じ
ら
れ
る
。

‐７
は

『要
略
録
』
の
よ
う
に

「
一
一
城
中
。
皆
有
地
獄
。
」
で
文
意
が

通
じ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

『嘗
麻
曼
陀
羅
疏
』
で
は

「有
」
が
な
い
た
め

「皆
地
獄
，̈
こ

と
補

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
単
な
る
改
変
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
よ
う
が
、　
コ
一国
伝
記
』
は
こ
の
部
分
を

「
一
々
′城
′中
ニ

皆
地
獄
′
受
レ苦
フ輩
」
と
、
後
に
つ
な
げ
る
形
で
訳
し
て
お
り
、
池
上
洵

一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に

（注
１０
）
、

「原
典
の

「有
」
を
欠
く
た
め
、

文
意
が
明
確
で
は
な
い
」
が
、　
コ
屋
瞥
羅
叱
羅
疏
』
に
お
い
て
も

「有
」

が
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
室
町
期
に
お
い
て
、
現
在
の
版
本
と
は
若
干

異
同
の
あ
る
本
文
に
両
書
が
拠

っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

『要
略
録
』
本
文
は

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
所
収
の
慶
安
三
年
刊
本
に
拠

っ
て
い
る
が
、
池
上
氏
が
述
べ
る
よ
う
に

（注
Ｈ
）
、

「
そ
の
本
文
と
前

述
の
説
話
文
学
諸
作
品
の
本
文
と
を
詳
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら

の
作
品
が
利
用
し
た

『要
略
録
』
は
お
お
む
ね
慶
安
三
年
刊
本
よ
り
は
善

本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
」
、
実
際

『営
麻
曼
陀
羅
疏
』
に
よ
っ
て
慶
安
三

年
刊
本
の
誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
箇
所
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
慶
安
三
年
刊
本
の
本
文
を
是
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
２６
で

コ
黒
雪
轟
出羅
疏
』
に
は

『要
略
録
』
に
な
い

「堕
」
が
み

え
、
文
意
も
通
じ
る
の
だ
が
、　
コ
一国
伝
記
』
に
は
そ
れ
を
訳
し
た
部
分

は
見
え
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く

『嘗
麻
曼
陀
羅
疏
』
が
補

っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

巻
三
十
七
１
１
に
見
ら
れ
る
書
き
換
え
の
態
度
は
、
小
林
忠
雄
氏
が
指

摘
す
る

『三
国
伝
記
』
に
お
け
る

『要
略
録
』
の
採
録
態
度
と
大
き
く
く

い
違

っ
て
は
お
ら
ず
、
同
時
期
の
天
ムＥ
不
の
僧
と
目
さ
れ
る
玄
棟
と
浄
土

宗
僧
が
同
じ
説
話
資
料
を
書
き
換
え
る
上
で
、
共
通
し
た
方
法
が
み
ら
れ

る
こ
と
は
、
宗
派
間
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
仏
僧
が
営
む
説
話
集

・
談
義
書
に
お
け
る
説
話
利
用
の
方
法
と
い
う
点
か
ら
も
興
味
深
い
。
同

時
に
、
両
書
の

『要
略
録
』
書
き
換
え
の
態
度
に
共
通
し
た
も
の
が
み
ら
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れ
な
が
ら
も
、
概
し
て

『
三
国
伝
記
』
に
改
変
の
あ
と
が
大
き
く
、
そ
の

傾
向
は

『要
略
録
』
を
出
典
と
す
る
他
の
共
通
話
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い

う
現
象
に
何
ら
か
の
要
因
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

両
書
が
共
に
書
承
を
基
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

『営
麻

曼
陀
羅
疏
』
と
い
う
談
義
書
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
巻
二
十
七
１
１
の

冒
頭
に
記
す
よ
う
に
、　
ヨ
一費
感
應
録
云
」
と
出
典
注
記
を
し
て
、
そ
の

枠
内
で
改
変
を
施
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て

『
三
国

伝
記
』
は
、
天
竺
の
梵
語
坊
、
中
国
の
漢
字
郎
、
本
朝
の
和
阿
弥
な
る
三

人
の
巡
り
物
語
と
い
う
設
定
で
集
全
体
は
規
定
さ
れ
て
お
り
、
巻
十

一第

二
十
二
話
に
収
め
ら
れ
る
先
の
恵
生
説
話
の
枠
組
み
は
、

「漢
言
」
、
す

な
わ
ち
漢
字
郎
が
中
国
の
説
話
を
語
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら

『要
略
録
』
の
出
興
注
記
が
施
さ
れ
る
は
ず
も
な
い
。
玄
棟
に

し
て
み
れ
ば
、

『要
略
録
』
は
出
典
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
話
の
ネ
タ
で

あ
っ
た
の
で
あ
り
、

『営
麻
曼
陀
羅
疏
』
に
お
け
る

『要
略
録
』
の
よ
う

な
出
典
と
し
て
の
意
識

。
枠
組
が
取
り
払
わ
れ
た
時
、
説
話
は
大
き
く
改

変
さ
れ
る
契
機
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に

『普
里
墜
曼

陀
羅
疏
』
に
お
い
て
は
、
教
説
の
証
話
と
し
て
そ
の
説
話
が
お
そ
ら
く
は

当
時
広
く
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
い
わ
ば
由
緒
あ
る
書
物
に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
出
典
を
明
か
す
に
値
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
同
じ
説
話
薯
引
く
と
い
う
行
為
に
お
い
て
も
、
そ
の
説
話
資
料
と
し
て

の
レ
ベ
ル
は
必
ず
し
も

一
様
で
は
あ
り
え
な
い
。
説
話
資
料
と
い
う
意
味

も

一
義
的
で
は
な
く
、
説
話
が
引
か
れ
る
際
の
引
用
の
論
理
を
考
慮
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
引
用
の
論
理
の
相
違
を
、
談
義
書
と
説

話
集
と
い
う
場

。
枠
組
に
求
め
て
み
た
の
で
あ
る
。

冒
黒
雪
又陀
羅
疏
』
が
引
く

『要
略
録
』
説
話
の
問
題
の
最
後
と
し
て
、

さ
き
の
共
通
話
の
表
に
傍
線
を
施
し
た
三
話
の
問
題
に
つ
い
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
巻
二
十
１
５
ｏ
巻
四
十
六
１
２
・
巻
四
十
八
１
５
は
、
巻
四
十

六
１
２
が
説
話
内
容
の
要
約
で
あ
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
全
て

『要
略
録
』
上
巻
十
五
話
に
取
材
し
て
い
る
。
そ
の
本
文
を
巻
二
十
１
５

に
よ
っ
て
あ
げ
、
巻
四
十
八
１
５
及
び

『要
略
録
』
と
の
異
同
を
示
す
と
、

一次
の
よ
う
に
な
る
。

『首
麻
曼
陀
羅
疏
』
巻
二
十
１
５

感
應
録
上
．́云
澤
′道
如

是^
井
州
晋
陽
人
也
乃
是
道
綽
諄
師
．縣
孫
′

弟
子
ナ
リ心
二含
二慈
仁
，
一
悲
二四
生
′苦
フ
一
雖
レ修
二浮
業

・
先
欲
ンテ
レ

度
セ
ｒ

（２）
Ｌ
佗
フ登
願
ンテ震
メ
ニレ救
ンカ
■
一途
′衆
生
′受
苦
，
・
造
ル
ニ

阿
彊
陀
丈
六
金
４色
′像
フ
・
貧
道
之
力
二
年
ラ́
４
２
成
″精
勤
供
養
ス

在
テ
ニ於
像
前
´
・
．　
夢
ラク
一
人
冥
官
将
二金
紙
′５金
牒
フ
・
日
ヱ
数
是
閻

魔
基
土
随
二喜
スル師
６之
願
フ
・
牒
書
也
如
即
開
キ見
レ
ご
ム
タ阿
師
震
メ
ダ

救
ンカ
讐
一途
受
苦
′衆
生
フ
・
造
″
二阿
爾
陀
′像
フ
・
７其
像
入
二地
獄
．
・
．

教
二化
スル
マ
衆
生
フ
・
宛
ヵ
．如
二生
佛

・
放
レ光
説
法
利
益
不
思
議

（也
）

地
獄
′衆
生
業
微
軽
′者
ハ皆
最
讐
得
桑
スト夢
覺
テ爾
口専
．１
〓其
志
フ
・

齋
日
彙
像
胸
ョ
・り放
レ光
但
十
人
二五
六
得
レ見
コト
ヮ或
人
′夢
二道
如
現
ンテ

ニ金
色
′身
フ
・
入
テ
ニ地
獄
′中
．
一
．　
説
法
シ或
ハ震
Ｊ́
餓
鬼

・
説
法
スト
（８

ョ
ョ
）

（．）
如
レ此
感
應
蓋
多
シ
（．じ

定
，知
″所
願
不
コト
レ
フ
虚
ヵ
ラ

夫

（己
上
感
應
）
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１
懸
　
２
也
　
３
ナ
シ
　
４
ナ
シ
　
５
ナ
シ
　
６
ナ
シ
　
７
ナ
シ

８
ナ
シ
　
９
似
　
１０
之

こ
の
う
ち
巻
四
十
八
１
５
と
の
異
同
、
す
な
わ
ち

冒
黒
雪
轟
陥
羅
疏
』
相

互
の
異
同
は
１０
の
み
で
、
こ
れ
も
文
意
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
く

一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
は
酉
誉
が

『要
略
録
』
そ
の

も
の
か
、
あ
る
い
は

「
三
宝
感
応
要
略
録
云
」
の
よ
う
な
出
典
注
記
つ
き

の
メ
モ
を
手
元
に
置
き
な
が
ら

『富
麻
曼
陀
羅
疏
』
を
執
筆
し
た
こ
と
を

物
語
る
。

同
話
を
採
録
す
る

『
三
国
伝
記
』
巻
三
第
二
話
を
対
照
す
る
と
、
２
・

３

・
４
・
５
の
箇
所
は
全
て

『要
略
録
』
と

一
致
し
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
こ
れ
ら
の
異
同
の
全
て
を

『要
略
録
』
本
文
の
問
題
に
帰
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
、
西
誉
が
用
い
た
も
の
が

『要
略
録
』
そ
の
も
の
か
或
い

は
抜
書
き
の
類
い
か
は
措
く
と
し
て
も
、
そ
れ
は
既
に
あ
る
程
度
手
が
加

え
ら
れ
、
改
変
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
引

用
の
都
度

『要
略
録
』
を
引

っ
張

っ
て
き
て
改
変
を
加
え
た
の
で
は
、
同

一
人
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど

一
致
し
た
本
文
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

巻
四
十
六
１
２
に
梗
概
化
し
て
記
さ
れ
る

『要
略
録
』
説
話
を
あ
げ
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

震
旦
道
如
法
師
所
造
′〓
一尺
′木
像
〈入
二地
獄
．
・
．　
放
レ光
説

法
ンテ教
ニ

化
罪
人
，
・
離
苦
得
楽
宛
モ如
二生
身
′
・
（具
如
感
應
録
上
）

（注
１２
）

梗
概
化
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
巻
二
十
１
５
の
二
重
傍
線
部
で
あ

る
。
用
語
や
言
い
回
し
は
類
似
す
る
が
、
道
如
が
造

っ
た
阿
弥
陀
像
に
つ

い
て
は
記
述
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
部
分
を

『
三
国
伝
記
』
を
も
あ

わ
せ
て
あ
げ
る
と
、

コ
一宝
感
応
要
略
録
』
　
　
　
造
　
阿
弥
陀
丈
六
　
金
　
像

冨
一国
伝
記
』
　
　
　
　
　
造
り
阿
弥
陀
丈
六
′
金
　
像

巻
二
十
１
５
　
　
　
　
　
　
　
造
　
阿
弥
陀
丈
六
　
金
色
像

巻
四
十
八
１
５
　
　
　
　
　
　
造
　
阿
弥
陀
丈
六
　
金
色
像

巻
四
十
六
１
２
　
　
　
　
　
所
造
　
　
　
　
一二
尺
　
木
　
像

出
興
の

『要
略
録
』
が

「金
像
」
と
す
る
の
を
、
巻
二
十
１
５
・
巻
四
十

八
１
５
は
共
に

「金
色
′像
」
と
書
き
換
え
、
梗
概
化
し
た
巻
四
十
六
―

２
は

「木
像
」
と
す
る
。

『要
略
録
』
に
多
少
の
文
飾

・
改
変
が
施
さ
れ

た
も
の
を
座
右
に
置
き
つ
つ
引
用
す
る
酉
誉
が
、　
コ
議
噸
録
』
の

「金
像
」

を
そ
の
材
質
で
は
な
く
色
と
し
て

「金
色
ノ
像
」
と
し
、
さ
ら
に
梗
概
化

の
際
に

「
木
像
」
と
す
る
経
過
は
考
え
ら
れ
る
が
、

『要
略
録
』
か
ら

「丈
六
」
と
し
て
引
い
た
も
の
を
梗
概
化
の
際
に

「
三
尺
」
と
す
る
の
は
、

内
容
に
異
同
を
き
た
し
て
い
よ
う
。
ど
う
や
ら
酉
誉
は
、
梗
概
化
す
る
際

に
は
出
典
注
記
を
し
な
が
ら
も
、
記
憶
に
頼

っ
て
綴

っ
た
ら
し
い
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

出
典
注
記
説
話
の
記
述
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
が
、
酉
誉
の
出

典
注
記
説
話
に
つ
い
て
は
、
高
橋
伸
幸
氏
に
興
味
深
い
報
告
が
あ
る
。
氏

は

『私
衆
百
因
縁
集
』
や
西
誉
の
著
述
の
説
話
末
尾
に
付
さ
れ
る

「○
字

面
第
△
巻
」
と
い
う
形
式
の
割
注
に
着
目
し
、
そ
れ
が

「
『大
蔵
経
抜
書
』

と
で
も
偶
稀
し
う
る
、　
一
つ
に
は
説
経

・
談
義
に
必
要
な
本
縁

。
因
果
應
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報
等
の
説
話
や
、
侶
等
を
抜
書
し
た
も
の
。
ま
た

一
つ
に
は
註
繹

・
講
義

等
に
使
用
し
う
る
エ
ッ
セ
ン
ス
集
的
な
抜
書
」
の
中
に
に
お
け
る
所
在
を

表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
し

（注
１３
）
ヽ

「○
字
画
第
△
巻
」
の
割
注

と
と
も
に
酉
誉
が
引
く
本
文
が
、

『金
言
類
衆
抄
』
と

一
致
す
る
こ
と
を

も
明
ら
か
に
し
て
い
る

（注
１４
）
０

『金
言
類
衆
抄
』
は
、
小
峯
和
明
氏

の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
、

「漢
訳
仏
典
を
テ
ー
マ
別
に
分
類
整
理
し
、
体

系
秩
序
立
て
、
さ
ら
に
分
り
や
す
く
訓
読
抄
出
し
た
国
産
の
仏
興̈
類
書
」

（注
１５
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
酉
誉
の
著
述
環
境
も
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
抜
書
や
類
書
が
編
ま
れ
、
利
用
さ
れ
る
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
先
の

『要
略
録
』
の
場
合
、
文
飾

。
改
変
が
酉
誉
自
身
の
手

に
な
る
と
い
う
保
証
は
な
い
も
の
の
、
池
上
氏
も
説
か
れ
る
よ
う
に
古
く

か
ら
広
く
利
用
さ
れ
た
説
話
資
料
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
玄
棟
が

冨
一国
伝
記
』
と
い
う
説
話
集
を
編
む
場
合
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
談

義
書
説
話
の
出
典
注
記
と
い
う
枠
組
内
で
、
酉
誉
自
ら
が
文
飾

・
改
変
を

行
な
っ
た
と
考
）え
て
お
い
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
　
談
義
書
の
場
と
説
話

談
義
書
に
お
け
る
出
典
注
記
と
説
話
の
改
変
の
問
題
に
つ
い
て
み
て
き

た
が
、
談
義
書
と
い
う
場
に
お
け
る
説
話
に
何
ら
か
の
特
色
を
抽
出
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
説
話
を
例
に
、
そ
の
一
面
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

前
節
に
あ
げ
た
高
橋
氏
の
報
告
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
説
話
が
あ
る
。

『富
麻
曼
陀
羅
疏
』
巻
士

二

法
苑
衆
林
．́云

（間
に

一
話
省
略
）
隋
′大
業
中
洛
陽
．．有
レ人
父
喪
ンテ

母
ハ寡
ナリ
一
男

一
女
ァリ女
嫁
ンテ後
二而
母
亡
セリ
ニ
年
二臭

「寒
食
二祭
レ

墓
乗
レ堕
而
往
タ
ニ
駿
不
レ渡
レ水
鞭
二
其
頭
白
ヮ
・
血
出
ッ
既
二至
二墓

所
．
・
．　
」
放
レ駿
而
祭
″是
時
妹
在
二兄
弟

・
忽
見
二亡
母
ノ入
り末
ルフ
・

頭
面
ロリ血
流
チ蛙唖
位
告
レ女
．．我
避
ンテ
ニ汝
兄
∫́
送
チ
ニ米
五
舛
フ
・
興
レ

汝
．̈報
，モ
ζ
受
タ
リ

ニ駿
身
フ
・
償
二汝
兄

・
五
年
夫
今
日
水
深
ンテ畏

レ
ル
過
ル
コー
汝
兄
鞭
二我

頭

・
破
レ面
烈
基
渥
瞑
フ垂
畢
ヌ何
太

（
ナ^
，
）
非
理
ナ
ルー
也
言
詑
テ不
レ

見
其
兄
既
二還
二如
レ先
観
Ｘ
レ駿
頭
面
ョリ血
流
卜如
二適
′見
ンヵ
レ母
フ
・

女
メ抱
，大
哭
ン，以
告
二於
兄
´
・
一　
言
口′由
相
符
ン兄
弟
働
哭
ス
レ
ハ駿
モ亦
垂

レ
テ
涙
不
レ食
・́水
草
フ
・
兄
妹
脆
請
果
ン
テ是
母
ナ，者
願
ハ震
ナ
セ
レ食
コト
レ草

フ駿
即
震
レ食
後
死
葬
ス焉

（書
字
画
第
七
巻
）

（注
１６
）

「法
苑
衆
林
二云
」
と
出
典
注
記
を
し
な
が
ら
も
、
酉
誉
が
直
接

『法
苑

珠
林
』
に
拠

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

「書
字
画
第
七
巻
」
の
引
き
写
し

で
あ
る
の
は
高
橋
氏
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は

『〈
，

昔
物
語
集
』
巻
九
第
十
七
話
、　
コ
一国
伝
記
』
巻
六
第
十
七
話
に
も
類
話

が
見
出
せ
る
が
、
少
な
く
と
も
酉
誉
が

『富
麻
曼
陀
羅
疏
』
に
引
く
に
至

る
ま
で
の
経
路
は
、

法
苑
珠
林
―

（抄
出

。
改
変
）
↓
書
字
画
第
七
巻
―

（書
承
）
↓
首

麻
曼
陀
羅
疏

と
い
う
図
式
で
説
明
で
き
よ
う
。
割
注
と
し
て
付
さ
れ
る
も
の
の
、

「書
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字
面
第
七
巻
」
を
実
際
の
出
典
注
記
と
考
え
れ
ば
、

『要
略
録
』
の
場
合

と
同
じ
く
、
談
義
書
と
い
う
場
は
基
本
的
に
出
典
に
忠
実
な
説
話
引
用
の

場
と
い
う
性
格
が

一
般
化
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
く
酉
誉

の
談
義
書

『厭
機
欣
浄
集
』
に
綴
ら
れ
る
同
話
を
み
る
と
き
、
談
義
書
と

い
う
場
と
説
話
引
用
に
つ
い
て
新
た
な
問
題
も
浮
が
び
上
が
っ
て
く
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か

（注
１７
）
０

両
話
は
校
合
し
得
な
い
程
に
異
同
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ち
な
み
に
先

の

『営
麻
曼
陀
羅
疏
』
説
話
の
冒
頭
を
あ
げ
、
括
弧
に
対
応
す
る
箇
所
を

同
じ
く
括
弧
で
括

っ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

『厭
磯
欣
浄
集
』
上
　
畜
生
道

昔
、
大
唐
．マ
有
俗
候
ケ
ル
カ
、
父
．́ヲ
ク
レ
テ
、
多
年
母
フ養
テ過

″
、
母
モ先
立
候
シ
カ
ハ
、
妹
卜但
二
人
ス
キ
行
候
＋。

「或
年
′暮
て́

□
則
馴
則
引
引
創
馴
翻
初
ハ頭
フ
ト
ヽ
ノ
ヘ
テ
、
側
劃
到
刊
引
引
引
刺
『

テ
、
馬
．́ツ
ケ
テ
、
中
二乗
リテ渭
水
卜云
流
レヮ渡
ッケ
ル
ニ
、
折
節
実
市

二候
シ
カ
ハ
、
河
ノ
ッ
メ
タ
サ
、
荷
ノ重
キ事
、
彼
是
ゼ́

マ
リ
、
ウ
ケ

レ
ハ
、
此
馬
、
河
′中
二立
テ歩

マ
ザ
リ
ケ
ル
ニ
、
シ
キ
リ
ニ
ム
チ
ヲ

ア
ケ
、
打
ス

リ
ケ

二
、
紅
′涙
選
価
ッく

河
′中
一́打
臥
ケ
ル
ニ
、
乗

主
腹
立
、
弥
々
サ
ン
だ
ヽ
二
打
候
ケ
ル
ニ
、
打
タ
ル
事
′悲
ン
サ
ハ
ヽ

荷
′重
キ事
、
水
ノ
ス
サ
マ
シ
キ
ヨ
リ
ハ
、
猶
フ
マ
シ
テ
タ
ヱ
カ
タ
カ
リ

テ
、
河
フ渡
リ
ケ
リ
。
ム
カ
ヘ
′岸
．．ツ
ク
フ
見
レ
ハ、
眼
ロリ
ハ涙
フ雨
′
コ

ト
ク
ニ
フ
リ
、
面
ョリ血
流
ンケ
ン
ト
モ
、
フ
ヒ
ン
共
不
レ思
シ
テ
、
図

こ
奮
マ
テ
乗
翌
奪
、
」
品
々
ノ
ヨ
フ
イ
ノ
物
共
取
調
テ、
塚
二取
置
夕隙

二ヽ

馬
、
行
方
フ不
レ知
ウ
セ
テ
候
ケ
ル
。

（以
下
略
）

（句
読
点
、
傍
線
は
私
に
施
し
た
。
）

敢
え
て
対
応
す
る
部
分
に
傍
線
を
施
し
て
み
た
が
、
も
は
や
書
承
関
係

を
云
々
す
る
程
度
の
異
同
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
二
話
は
、
同

一
人
物
が
同

じ
談
義
書
と
い
う
場
に
綴

っ
た
説
話
な
の
で
あ
る
。
両
書
の
成
立
を
考
慮

す
る
と
、

『厭
機
欣
浄
集
』
が

『首
麻
曼
陀
羅
疏
』
を
遡
る
こ
と
十
五
年

畳
則
に
成

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
間
に
説
話
資
料
と
し
て

「書
字
画
第
七

巻
」
を
入
手
し
た
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、
そ
れ
が

「大
蔵
経
抜
書
」

の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば

（注
１８
）
、
二
十
代
後
半
に
し
て
増
Ｉ
寺
を
興

隆
し
、
既
に
鎮
西
八
代
の
正
流
を
継
い
で
い
た
酉
誉
が
、

『厭
機
欣
浄
集
』

を
著
し
た
五
十
六
才
に
至
る
ま
で
、
そ
う
し
た
種
類
の
資
料
を
手
元
に
置

き
得
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
、
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
談
義
と
い
う
場
に
お
け
る
説
話
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て
柔
軟
に
考
え
る
必
要
を
迫

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同

一
人
物

が
出
典
に
忠
実
に
書
承
に
よ
っ
て
、
ま
た
あ
る
時
は
自
由
な
語
り
換
え
に

よ
っ
て
綴
り
得
る
説
話
引
用
の
場
、
そ
し
て
同
時
に
書
承
関
係
で
は
説
明

で
き
な
い
新
た
な
要
素
を
も
伴

っ
た
説
話
生
成
の
場
と
し
て
、
談
義
あ
る

い
は
談
義
書
は
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
０
そ
し
て
、

『厭
機
欣
浄
集
』
の
説
話
は
、
説
話
を
出
典
か
ら
離
れ
て

「物
語
る
」
と

は
い
か
な
る
こ
と
な
の
か
の

一
面
を
、
具
体
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
『厭
機
欣
浄
集
』
説
話
は
、
波
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
全
体
が

「候
」

を
用
い
て
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
が
、
同
じ
く

『厭
機
欣
浄
集
』
、

「求
不
得
苦
」
の
項
に
引
か
れ
る

「
詞
梨
底
母
経

ム
」
と
す
る
説
話
が
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（注
１９
）
、

・
申
チ云
、

「願
ハ多
聞
天
王
、
大
慈
悲
フ垂
テ
、
我
三
展
タ
マ
ベ
。
我
、

最
愛
′子
愛
見
フ、
夜
又
神

．̈盗
．、ト
ラ
レ
テ
、
行
方
，不
レ知
候
。
」

。
鬼
母
申
ケ
ル
、

「五
百
人
候
。
五
百
人
ノ子
ト
モ
ぐ

何
モイ
ト
フ
シ
ク

候
ヘ
ト
モ
、
殊
二此
愛
兄
卜申
、
末
子
；
候
ウ
ヘ
、
ミ
メ
ョ
ク
、
其
心

モ常
．́カ
ハ
リ
ヌ
レ
ハ
、
殊
〓最
愛
，́
候
。
」

と
、
証
梨
底
母
の
発
話
部
分
の
み
に

「候
」
を
用
い
、
会
話
部
分
の
文
体

と
地
の
文
と
の
文
体
に
位
相
差
を
認
め
た
語
り
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、　
一
旦
口
頭
に
の
ぼ
っ
た
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本ヽ
牙
義
憲
氏
が

「発
心
集
と
説
草
」

（注
２０
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
説

草

「証
玄
律
師
事
」
の
文
末
の
傾
向
か
ら
、
回
頭
詞
章
体
と
し
て
の
特
質

を
端
的
聾
不
す
の
は
、

『発
心
集
』
の
語
尾
が
多
様
な
形
を
示
す
の
に
対

し
て
、
説
草
で
は
、
そ
れ
ら
に
代
え
て

「候
」
を
多
用
す
る
点
に
あ
る
と

さ
れ
た
も
の
に
あ
て
は
ま
る
形
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
説
話
が
説
草
と
し

て
口
頭
で
語
ら
れ
る
事
を
前
提
と
し
た
世
界
を
経
験
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
説
草
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
談
義
書
に
引
か
れ
る
と
い
う
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
説
話
の
経
路
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
と
な
る
。

談
義
書
に
引
か
れ
て
く
る
説
話
の

「経
歴
」
を
考
え
る
と
、
書
承
に
よ

る
も
の
か
ら
、
仏
典
を
和
文
化
し
た
も
の
、
日
頭
に
の
ぼ
っ
た
も
の
ま
で
、

き
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

牧
野
和
夫
氏
は
栄
心

『阿
弥
陀
経
見
聞
私
』
の
万
治
刊
本
と
近
世
初
期

写
本
の
本
文
の
比
較
か
ら
、
そ
の
間
に
異
伝
が
生
じ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、

転
写
に
い
た
る
過
程
で
の
底
本
の
∧
解
釈
∨
∧

（無
意
識
の
）
読
み
か
え

Ｖ
を
あ
げ
、

「談
義
に
際
し
て
の

「取
意
」

「和
ケ
」
を
予
め
内
包
し
た

柔
軟
な
転
写
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
」
る
と
し
て
、

「中
世
の

「談
義
」

本
の
書
写
や

「語
り
」
本
の
転
写
に
は
、
こ
う
し
た
柔
軟
で
、
し
た
た
か

な
書
写
の
世
界
が
豊
か
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
、　
一
考
に
価
す
る
問

題
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（注
２‐
）
。
た
し
か
に
、
出
典
注

記
説
話
の
文
飾

。
改
変
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
捉
え
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
柔
軟
で
し
た
た
か
な
姿
勢
は
、
転
写
の
際
に
限
ら

ず
、
同

一
人
物
の
説
話
利
用
の
場
合
に
も
、
文
飾
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
ら
な

い
意
識
的
な
語
り
換
え
と
い
っ
た
形
を
と
も
な
っ
て
発
動
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
酉
誉
が
談
義
書
に
引
く
、
禁
欲
的
に
出
典
注
記
を
し
な
が
ら
綴
る

説
話
と
、
自
由
な
語
り
換
え
に
よ
っ
て
綴
る
、
い
わ
ば
出
典
を
失

っ
た
説

話
の
併
存
は
、
そ
う
し
た
姿
勢
の
も
と
に
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
説
話
行
為

の
中
に
、
す
な
わ
ち

「談
義
」
と
い
う
場
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

注（１
）
「文
学
史
研
究
」
１５

（昭
４９
・
７
）

（２
）但
し
、
近
世
最
茉
期
の
文
久
元
年
刊
行
の
版
本

コ
ｇ
変
更
種
日
録
』

（内
題
に
は

「宇
多
氏
蔵
」
と
あ
り
。
）
の
イ
ロ
ハ
順
配
列
の
ク
の
項

に
、

「仏
説
観
無
量
寿
経
」
に
続
い
て

「同
経
要
注
記
　
酉
ヨ
」
と
見

え
て
お
り
、
そ
の
発
見
は
あ
な
が
ち
期
待
で
き
な
い
も
の
と
も
言
え
な
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（３
）同
時
に
、

「古
本
在
・́縁
山
蔵
中

こ

と
記
さ
れ
て
お
り
、

『営
麻

曼
陀
羅
疏
』
に
つ
い
て
も
古
写
本
発
見
の
余
地
は
充
分
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
確
認
で
き
な
い
。

（４
）
冨
一国
伝
記
』
は
池
上
洵

一
氏
校
注
に
な
る

「中
世
の
文
学
」

全
二

弥
井
書
店
）
に
よ
る
。

（５
）池
上
洵

一
氏
は

「中
世
説
話
文
学
に
お
け
る

『
三
宝
感
応
要
略
録
』

の
受
容
」

（
『神
戸
大
学
文
学
部
二
十
周
年
記
念
論
集
』
所
収
　
昭
５４

・
１０
）
に
お
い
て
、

「
一国
伝
記
』
の
著
者
玄
棟
が
、
天
竺
震
百
一説
話

の
か
な
り
の
部
分
を
和
書
に
取
材
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「玄
棟
の
学

力
か
ら
す
れ
ば
、

『要
略
録
』
と
の
出
会
い
は
偶
然
で
は
な
く
、
選
択

の
末
の
必
然
で
あ
っ
て
、
結
局
こ
の
書
と
出
会
え
た
こ
と
が
、
彼
を
し

て
三
国
の
説
話
に
対
等
の
重
み
を
持
た
せ
た
説
話
集
編
纂
へ
と
踏
み
切

ら
せ
た
最
大
の
契
機
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
想
像
さ
せ
る
の
で

あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（６
Ｍ
Ш
掲
（注
５
Ｘ
亜
又
。

（７
）
「三
国
伝
記
と
二
宝
感
応
要
略
録
―
三
国
伝
記
出
典
考
の

一
部
と
し

て
―
」

（
「国
語
国
文
」
　

昭
２２
・
９
）
。

（８
）括
弧
内
は
版
本
に
お
い
て
は
二
行
の
分
か
ち
書
き
に
な
っ
て
い
る
。

（９
）
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
引
用
は
、
善
本
な
ら
ぎ
る
こ
と
を
承
知
し

た
上
で
、
便
宜
上

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
本
文
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。

⌒１０
）一赳
猥
注
４
）
の
頭
注
。

（Ｈ
）一赳
只
注
５
Ｘ
専
入
。

（‐２
）括
弧
内
は
版
本
に
お
い
て
は
二
行
の
分
か
ち
書
き
に
な

っ
て
い
る
。

（‐３
）
「
『私
衆
百
因
縁
集
』

『大
経
直
談
要
註
記
』
等
の
説
話
末
尾
に
記

載
さ
れ
る
割
注
の

一
種
に
つ
い
て
」

（
「札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部

紀
要
」
第
四
号

（通
巻
二
十
四
号
）
　
昭
５９

。
９
）

（‐４
）
「
『金
言
猛
館
休
こ

の
本
文
を
廻

っ
て
」

（
「史
料
と
研
究
」
第
十

四
号

（復
刊
第
十

一
号
）
　

昭
５９
・
４
）

（‐５
）
「金
言
類
衆
抄
に
つ
い
て
―
仏
典
類
書
の
成
立
―
」

（
「仏
教
文
学
」

第
六
号

昭
５７
・
３
）

（‐６
）本
文
中

（
ハナ
，
）
は
読
み
仮
名
、
末
尾
は
二
行
の
分
か
ち
書
き
に
な

っ
て
い
る
。

（‐７
）
『厭
機
欣
浄
集
』
は
奥
書
に
よ
る
と
、
応
永
二
十
八
年

（
一
四
二

３

酉
誉
五
六
歳
の
作
で
あ
る
。
こ
の
書
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
稿
を
改

め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

（‐８
）一増
猥
注
１３
）、
高
橋
伸
幸
氏
の
論
考
に
よ
る
。

（‐９
）説
話
全
体
は
出
典
と
す
る

『詞
梨
底
母
経
』
か
ら
離
れ
た
自
由
な
語

り
口
で
綴
一ら
れ
て
い
る
。

（２０
）
「説
話
文
学
研
究
」
第
十
号

（昭
５０
．
６
）

（２‐
）
「
『阿
弥
陀
繹
見
聞
私
』

。
「西
行
房
上

（聖
）
人
」
―
嵩
唇
砧
【大

学
図
書
館
蔵
本
の
な
か
か
ら
―
」

（
「佛
教
文
学
」
第
十
二
号
　
昭
６３

・
３
）

（ち
か
も
と

。
け
ん
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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